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■司　　会　SAA　関口　大樹

■開会点鐘　会長　北澤　正浩

■出席報告

■本日の欠席者　

日向、中谷、二宮、佐藤（真）、関澤、宋、岡田

■オンライン出席　福村

■他クラブ出席者　新川（川崎とどろき RC・地区）

■ビジター　

小塚　良雄様（川崎百合丘 RC）

■会長報告　　　　　　　　　　　北澤　正浩

　皆さん、こんにちは。先日の 10 月 6 日（日）

に横浜市役所アトリウムで世界ポリオデーのイ

ベントが開催されました。私も見に行かせてい

ただきましが、本当に多くの方々が集まり、大

変な盛況ぶりでした。一輪車、チアリーディン

グ、ダンスなど、いろいろなジャンルのチーム

が素晴らしい演技を披露していて、とても楽し

い時間を過ごしました。準備や運営をされた新

川会員、本当にお疲れ様でした。特に、娘さん

の奮闘ぶりにも感激しました。

　さて、ロータリーは 1985 年に「ポリオプラ

ス」というプログラムを開始し、それ以来、ポ

リオ根絶を私たちの使命として掲げてきまし

た。ポリオは、非常に感染力が強く、命に関わ

ることもある病気ですが、予防接種によって防

ぐことができます。ロータリーは世界保健機関

（WHO）やユニセフと協力し、ワクチンの普及

に全力を尽くし、世界中の子どもたちをポリオ

から守るために奮闘してきました。

　当クラブでも、この重要な活動を支えるため

に、メンバーである新川さんがポリオプラス委

員会の委員長を務めており、とても積極的に活

動されています。新川さんは、国内外のロータ

リアンたちと連携し、ポリオ根絶に向けた様々

な取り組みをリードしていただいております。

　私たちも引き続き、この運動を支えていきた

いと思っています。ポリオ根絶への道のりは決

して簡単なものではありませんが、一歩一歩着

実に前進しています。これからも皆さんと一緒

に、この活動を成功させるために力を合わせて

いきたいです。

　話は変わりますが、14 日に二俣川銀座商店

会でフォルテ祭開催されます。当クラブでも参

加いたしますが、久々のクラブ活動ですので、

大勢で盛り上げていかなければならないと思っ

ています。是非とも皆様のご協力をお願いいた
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します。

■情報集会報告　　　　　　　　田川　富男

　情報集会の発表を各グループリーダーの方々

はお願いします。

▶ Aグループ　

岡田　隆（リーダー） 、新川　尚（サブリーダー）

草柳孝弘、宋　謹衣、中谷逸希、福村　正

開催日／ 9 月 20 日㈮ 19 時から 21 時

開催場所／二俣川「菜々や」

出席者／新川・福村・中谷・岡田会員

欠席者／宋・草柳会員

　情報集テーマ中心に意見交換させていただき

ましたので、下記の通り報告いたします。

（欠席の会員さまにはメールにてご意見を伺う

形を取りました。）

①皆がより楽しめる例会のアイデア

夜間例会の曜日を水曜以外にして欲しい金曜など

②地域参加型奉仕活動について

情報の窓口化が必要　事務局の設置

継続的な復興の支援

地域 NPO 法人への支援（募金）

③ 会費について

会費の種類選択有りにしては（寄付金込みか否

か選択できる）

会費を下げる　食事はオプション扱い

以上、発言いただいた内容を集約しただけの報

告になりますが、情報集会自体は大変良い雰囲

気で意見交換させていただきました。

▶ Bグループ

関口大樹（リーダー） 、安藤公一（サブリーダー）

五十嵐正、増田嘉一郎、二宮麻理子、日向　彰

　9 月 11 日に横浜モアーズの権之介にて実施

した。メンバーは 7 名 ( 五十嵐、増田、安藤、

二宮、日向、北澤 )。

①会員増強について

新しく会員を増やす確実な方法は無い為、今後

も若手会員を中心に体験例会への招待を積極的

に行う。

②財団・米山寄付金について

寄付金を会費に含めるかどうかについて、多数

決の結果、「賛成 6、反対 1」となった。

▶ Cグループ

佐藤　勉（リーダー）、佐藤真吾（サブリーダー）

目黒恵一、佐藤利明、田川富男、関澤信吾

北澤会長・市川幹事の 2 名はフリー参加

C グループ報告／佐藤　勉

　発表に先立ち、C グループにおきましては、

お忙しい中全員が参加していただき、活発な発

言をいただきました。とても活発な集会になっ

たことを自慢し、グループの皆様に感謝すると

ともに場所を提供していただいた目黒会員にも

お礼を申し上げます。

　また、C グループという C といいますと学校

の成績では落第点ではありますが、落第点では

ない素睛らしい意見交換が出来ました、監視？

監督？に来ていただいた北沢会長・市川幹事に

も併せて御礼申し上げます。

　それでは発表させていただきます。

　情報集会のテーマに沿って、

①皆がより楽しめる例会のアイデアについて

楽しめる例会とは、とその前に以前というか昔

の例会はというと、

• 30 分前に例会場にきて、皆と雑談をし、交流

を図っていた。

• 3 回欠席で退会

• 卓話を聞く態度について、眠らず・携帯電話

をいじらず、他者と話さずと暗黙の規律があり、

注意する諸先輩方も大勢いた。

　など現在の例会とはかけ離れた内容だが、昔

話として聞いてほしいとのことだったが、現在

の例会にも行えることはあるかとの話の中で、

卓話については、卓話者に敬意を払う意味でも

寝ない・携帯電話の使用は、緊急以外は触らな

い、ぐらいは行ってもよいのではないかとの意

見が出ました。

発表がそれてしまい申し訳ありませんでした。

①皆がより楽しめる例会のアイデアについて



– 3 –

１）新しく入会した会員に対し、ロータリーと

は何なのか？ SAA とは？エレクトとは？スマ

イルレポートとは？なぜ国歌を歌うのか？など

様々な疑問について説明と理解させる場の充実

が必要ではないのか、判らないまま例会に参加

し、最初のうちは参加しているが、のちに不参

加になってしまう原因の 1 つではないか。

２）前記に帰する内容ですが、以前使っていた

タスキを使用し、該当者はタスキを掛ける。

３）卓話を充実していく。特に外部の卓話を増

やすための活動を現在のどこかの委員長に兼任

していただき、委員長の号令や指示のもと卓話

者を増やしていく。

４）例会の出席者が少ない場合、卓話の時だけ

でも会長・幹事には一般の席に移動・着席して

いただき卓話を聞くというのはどうだろうか？

②地域参加型奉仕活動

「災害時の食をテーマにした旭区の地域ボラン

ティアの組織設立案」とは、地区の中で決定し

たもので、単年ではなく、3 年という期間での

大きなテーマに目標と説明・理解しているが、

プロジェクトチームの発足のもと今年度内に提

案書の草案が出来上がってからでないと現実感

がわかないとの意見と共に、旭ロータリーだけ

ではかなりハードルが高い最終目標とグループ

皆認識している。イタリア防災の公開講座の開

催が決まっているが、旭区役所や横浜市役所の

災害対策課などにアプローチをかけ講演や実態

説明の場を設け居ていきながら広く情報収集を

行うことが必要ではないかと意見がでた。

　3 か年計画というのが、今回初めてのことな

のか、何年に 1 回行われている計画なのか不明

だが、計画策定・実現・継続に協力してこうと

の意見で一致した。

③会費について

なぜか全員の意見がそろった内容でした。

「財団や米山などの寄付金」は会費から捻出し

ていただきたい。

　今回のテーマとはかけ離れていて恐縮です

が、クラブの決定事項について理事会を開催し

ているが、その内容が見えてこない、報告もよ

くわからない。やはり「みんなに公平か？」が

理念の 1 つとして掲げているのなら下っ端にも

わかりやすい場にしていただきたいです、でな

いと紹介する際も意味が分からん人間が紹介も

出来ません。

■ニコニコ BOX

小塚　良雄様（川崎百合丘 RC）／本日は桐光

学園の防災について、卓話するよう声を掛けて

頂き喜んで来会することにしました。RC の共

通課題として共に取り組んでいきましょう。

北澤　正浩／川崎百合丘 RC 小塚良雄様、本日

の卓話よろしくお願いいたします。

市川　慎二／桐光学園理事長小塚様、本日は卓

話よろしくお願いします。今度是非幼児教育に

ついてもお話させてください。

目黒　惠一／①佐藤勉グループ情報集会ご苦労

様でした。発表宜しくお願い致します。②川崎

百合丘小塚良雄様卓話宜しくお願い致します。

佐藤　　勉／①川崎百合丘 RC 小塚様、本日の

卓話よろしくお願いします。②先日の情報集会

の皆様の出席ありがとうございました。

新川　　尚／①川崎百合丘 RC 小塚様、本日の

卓話よろしくお願いします。②世界ポリオディ

ご協力ありがとうございました。

安藤　公一／①小塚様ようこそ、本日の卓話宜

しくお願い致します。②新川さんポリオデーお

疲れ様でした。

五十嵐　正／川崎百合丘の小塚様、本日の卓話

楽しみにしておりました。よろしくお願いいた

します。

関口　大樹／川崎百合丘の小塚様、本日の卓話

よろしくお願いいたします。

田川　富男／各リーダーさん情報集会の取りま

とめご苦労様でした。次回は来年にて 2 回目を

考えています。また、新しいリーダーは宜しく

お願いします。
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Ⅰ 大規模地震、富士山噴火を想定
―東日本大震災の経験から(2011 3.11 14:46)―

1、東日本大震災以前の取り組み
・病院（OP、ICU、CCU等）の非常用発電
・水 → 井戸（グラウンド散水）、中水
・備蓄 乾パン、毛布、ロールマット…程度

Ⅱ 自助 → 公助 → 共助
―大規模災害発生当日の対応―
１ 「自助」のみで完結させなければならない
２ 生徒は学園内で生活できる環境を確保する必要がある

―時間・場所・移動・食事・防寒（冷房）・排泄など
３ 順次、公助・共助に繋げていく

―中高生ボランティアの可能性―
―初期→中期→後期→平常時―

※ 公助の限界、生徒の共助の可能性
→発生当初より３日間、できれば発生から７日間!!

２、当日の体験から学んだこと
イ グラウンドに全生徒集合 → 安否確認 → 必須

ロ 緊急対策本部を設置 → 状況整理 → 必須
ハ 生徒・児童・教職員の動向

徒歩帰宅、迎えの車で帰宅、学校に宿泊
宿泊者：生徒 中高400/3,000 小30/450 幼0/400

教職員 中高150/250 小20/30 幼10/30

集合場所：グラウンド
↓
待機場所：教室・アリーナ・体育館
↓
宿泊場所：体育館（小学校）、アリーナ、武道場（中・高）

Ⅲ 防災対策・備え
１.大規模災害対応規定と日常の防災教育

イ 日常の備え
災害に関する知識を持つ、情報を集める
災害を想定した訓練・登下校時の被災を想定した訓練を行う

ロ 被災時の心得
在校時、登下校時、在宅時のそれぞれの環境に適した注意点を
学ぶ

ハ 自然災害等による休校措置の設定

２、防災訓練
イ）１次避難・安否確認・リスト作成
ロ）保護者に安全確認連絡・情報伝達確認・不可の場合に備えて!!
ハ）行動確認、２次避難、帰宅確認

二 都市機能の停止
・情報系：安否確認、伝達、記録集計
・交通 ：公共交通機関停止、個人移動手段の混乱

帰宅ラッシュの混乱、送迎ラッシュ
・インフラ：電気・水・エネルギー源
・暖房(冷房)対策：可能性
・防災教育：防災理論の未整備
・備蓄：保管、質、量、消費期限、費用など

スーパー、コンビニ、商店、農協など

ホ 〈その時どこにいるか〉＆〈どう動くか〉

学校
（安全確認・STAY）

家
（さまざまな状況）

生徒・教職員・家族

イ 帰宅のあり方（大規模災害にあって）
・学校―家の状況が確認できないのであるならば
無理に帰宅をせず、校内にとどまることが必要!!
→校内居住ができる形を備える必要がある

ロ 備蓄のあり方
・施設 ―スタンド下から防災備蓄棟の建設へ
・設備 ―インフラ混乱に備えた設備の拡充
・備蓄品の検討 ―物・量・消費期限

購入・使用or処分

3、更なる体制の充実

ハ 共助に向けて
・川崎市と防災協定を締結(2011 4.1、１年かけて川崎市と検討)
―初期避難場所として本校施設の一部を提供、備蓄品の相互利用

・麻生区、栗木町内会防災訓練（インターアクトクラブ他有志）

ニ 情報系の拡充
・状況は大きな変化の中にある → 安定感・実態の見極め
・携帯電話 → 普及率１００％？
・wi-fi → コロナ禍の中で設置完了
・安否確認の手段としてどこまで機能できるか
・その時の電波環境 混乱→復旧→安定へ

大規模災害に備えた
桐光学園の取り組み

桐光学園 理事長 小塚良雄

Ⅰ 大規模地震、富士山噴火を想定

Ⅱ 「自助→公助→共助」

Ⅲ 防災対策・備え

■卓話／大規模災害に備えた桐光学園の取り組み
桐光学園理事長　小塚　良雄様（川崎百合丘 RC）
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４、非常時の発電について
イ 大規模停電時には、備蓄灯油とＬＰＧを熱源として

自家発電を稼働する

ａ）非常用自家発電装置
            使用燃料…灯油（備蓄 7,000リットル 定格出力 300KVA１基）

ｂ）ピークカット用自家発電装置     
使用燃料…LPG（備蓄 1,500kg 定格出力 35KVA/h…２基、25KVA/h…３基）

ロ 非常時には、特定されたゾーンに必要量を送電する

ハ 備蓄燃料は発電の他、必要に応じて発生初期にはアリーナ、武道場の冷暖房装置

の稼働に使用する

ただし３日目以降は補給事情により稼働を調整する

・貯水量状況

６、炊き出し場（2カ所） 日常使用と模擬訓練
中高 輝緑祭で青垣の会によるパエリア販売
小 収穫祭でカレー
中高・ロータリー・地元町内会 炊き出し体験・非常食体験
学生食堂の災害時協力も求める ―ストックを使った非常食の提供

５、非常用給水設備について
・上水 ―受水槽（断水・停電時利用化）
・井水 ―非常用電源接続により利用可
・記念館トイレ ―非常時利用可能
・プール水 ―中水として利用可

非常用給水設備

３、防災備蓄 〈基準→３日間、可能であるならば７日間〉
イ）食料 当初、乾パン→アルファ米・水・缶詰・レトルト食品・電池

※防災セットの入学時購入・保管・卒業時返還
ロ）寝具 寝袋・シュラフマット・毛布・防寒シート
ハ）炊事用品 大釜大型コンロ、炊飯袋
二）エネルギー源

灯油 7立方メートル＝7000リットル
地下タンク 6,000リットル（補給、ストック）
地上 1,000リットル（常用）

ＬＰＧ 4,000kg バルクタンク２基 ボンベ57本


